
災害時、自宅での避難が危険な場合、
どこに避難するか？
その後、どこで避難生活を送れるか？
「緊急避難場所」と「避難所」の違いを理解して、もしもに備えましょう！

一時避難場所とは・・・自主防災組織や自治会が、地域で組織的避難を円滑に行えるように、一時的に集合して待機する場所
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指定緊急避難場所へ

指定避難所へ

「指定緊急避難場所」と「指定避難所」って何？
● 指定緊急避難場所 ・・・ 命を守るために、緊急的に避難をする場所
 （災害の種類ごとに異なる。）

● 指 定 避 難 所 ・・・ 自宅が被災して帰宅できない場合、一定期間、
 避難生活を送るためのところ

被害が発生するおそれがあり、急いで避難することが必要な場合

指定緊急
避難場所

指定避難所
避難情報・気象警報の解除など、
災害のおそれがなくなった後、
自宅が被災して帰宅できない場合

災害の種類 指定緊急避難場所
洪水・内水はん濫
地震の揺れ
大規模な火事

想定浸水深以上にある小・中学校の教室など

小・中学校グラウンド、公園など

公園など

指定緊急避難場所のイメージ図

指定避難所の
イメージ図

�階・�階の教室・廊下など

緊急避難開始

■市内公共施設などの“指定緊急避難場所”と“指定避難所”
命を守る

ために
逃げる !

その後
避難生活が
できるところ

（自宅にとどまると、命を守れない場合など）

※体育館など

災害発生またはおそれ
まずは「身の安全を確保！」

在宅
避難

自宅で生活
できない場合

Yes

No

安全な親戚・
知人宅など

自宅での避難はできる？
（敷地内でのテント泊・車中泊含む）



内水はん濫とは
　雨の量が排水施設の能力を超えるときや、河川の水位が高くなっ
たとき、雨水を排水できなくなり、浸水することがあります。このような
現象を「内水はん濫」といいます。

洪水（外水はん濫）とは
　大雨によって、河川の水位が高くなると堤防を越えて水があふれた
り、堤防の土砂が流出して決壊することがあります。このような現象
を「洪水（外水はん濫）」といいます。

その後、避難生活
ができるところ

命を守るために
逃げる !

命を守るために
逃げる !

その後、避難生活
ができるところ


